
消 防 災 第 １ ３ ３ 号
平成１９年３月３０日

各 都 道 府 県 知 事
殿

各 指 定 都 市 市 長

消 防 庁 長 官

消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律施行令の一部を
改正する政令の施行について（通知）

消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律施行令の一部を改正する政令
（平成１９年政令第８１号）が、平成１９年３月３０日に公布され、同年４月１日
から施行されます。

ついては、貴都道府県内の市町村及び関係一部事務組合に対し、下記事項に留意
のうえ、今回の政令改正の趣旨に沿って適切に運用されるよう周知願います。

記

１ 改正の趣旨

消防団員等公務災害補償等共済基金又は指定法人の将来にわたる安定的な運営
を確保するために、市町村が支払う掛金の額を引き上げること。

２ 改正の内容

市町村の消防団員退職報償金支給責任共済契約に係る掛金の額を団員１人当
たり１９，２００円に引き上げたこと。（第４条第３項）

３ 適用関係

(1) 改正後の掛金の額については、平成１９年度以後の年度に係る掛金について
適用し、平成１８年度までの年度に係る掛金については、なお従前の例による
こと。（改正政令附則第２項）

(2) 平成１９年度に限り、消防団員等公務災害補償等共済基金又は指定法人に対
する市町村の掛金について、支払期限の特例を設けたこと。（改正政令附則第
３項）
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消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律施行令

の一部を改正する政令について（概要説明）

平 成 １ ９ 年 ３ 月 ３ ０ 日

消防庁国民保護・防災部防災課

消防団員等公務災害補償等共済基金（以下「基金」という ）や指定法人の将来にわた。

る安定的な財政運営のために、市町村が同基金又は指定法人に支払う掛金の額を引き上

げる。

１ 掛金額の引き上げ（第４条第３項関係）

（１）制度概要

・ 市町村は、消防団員退職報償金の支給の実施のため、基金又は指定法人との間に、

消防団員退職報償金支給責任共済契約を締結するものとされている。

・ 当該契約に係る掛金の額は、各年度について以下の額である。

［現行］１７，２００円×（前年度の１０月１日現在の非常勤消防団員条例定員）

（２）改正内容

基金の財政状況にかんがみ、平成１６年度以降１７，２００円とされていた消防団

員退職報償金支給責任共済契約に係る掛金の額を次のとおり引き上げる。

団員１人当たり掛金額を１７，２００円から１９，２００円に引き上げる

（２，０００円引き上げ 。）

【掛金見直しの考え方】

① ３年ごとに将来の財政収支見込みを計算し、最低３年間にわたり、変動調整準備

金が最低限必要額と同等程度となる（大きく乖離しない）よう掛金の引き上げ等必

要な措置を講じる。

② なお、３年以内に事情変更を生じた場合は、その都度見直す。



政
令
第
八
十
一
号

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
責
任
共
済
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
責
任
共
済
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
七
号
）
第
七
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
責
任
共
済
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百
四
十
六
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
三
項
中
「
一
万
七
千
二
百
円
」
を
「
一
万
九
千
二
百
円
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
責
任
共
済
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
以
下
「
新
令
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第

三
項
の
規
定
は
、
平
成
十
九
年
度
以
後
の
年
度
に
係
る
掛
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
平
成
十
八
年
度
ま
で
の
年
度
に
係
る
掛
金

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

平
成
十
九
年
度
に
限
り
、
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
共
済
基
金
又
は
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
責
任
共
済
等
に



関
す
る
法
律
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
法
人
に
対
す
る
市
町
村
の
掛
金
に
つ
い
て
新
令
第
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項

並
び
に
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
は
、
新
令
第
六
条
第
一
項
中
「
各
年
度
に
つ
い
て
、
当
該
年
度
の
四

月
末
日
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
十
九
年
度
の
基
金
又
は
指
定
法
人
に
対
す
る
掛
金
の
額
（
以
下
「
新
掛
金
額
」
と
い
う
。
）

の
う
ち
、
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
責
任
共
済
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
十
九
年
政

令
第
八
十
一
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
第
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
掛
金
の
額
に
相
当
す
る
金
額
の
掛
金
（
以

下
「
旧
掛
金
額
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
同
年
度
の
四
月
末
日
、
新
掛
金
額
か
ら
旧
掛
金
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す

る
金
額
の
掛
金
に
つ
い
て
は
同
年
度
の
十
月
末
日
」
と
、
「
各
年
度
の
四
月
末
日
」
と
あ
る
の
は
「
新
掛
金
額
の
う
ち
、
同

年
度
の
四
月
末
日
」
と
、
「
当
該
年
度
の
掛
金
の
額
の
」
と
あ
る
の
は
「
旧
掛
金
額
の
」
と
、
「
当
該
年
度
の
十
月
末
日
」

と
あ
る
の
は
「
同
年
度
の
十
月
末
日
」
と
、
「
当
該
年
度
の
掛
金
の
額
か
ら
当
該
」
と
あ
る
の
は
「
新
掛
金
額
か
ら
旧
掛
金

額
の
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
日
の
属
す
る
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
日
」
と
、
「
掛
金
の
支
払
期
限
」
と
あ
る
の
は
「
属
す

る
年
度
が
平
成
十
九
年
度
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
同
年
度
の
掛
金
の
支
払
期
限
」
と
、
「
当
該
契
約
を
現
に
締
結
し
た
日
か

ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
す
る
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
初
年
度
支
払
期
日
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
新
掛
金

額
の
う
ち
、
旧
掛
金
額
に
つ
い
て
は
当
該
契
約
を
現
に
締
結
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
す
る
日
（
以
下
こ
の
項
に



お
い
て
「
初
年
度
支
払
期
日
」
と
い
う
。
）
、
新
掛
金
額
か
ら
旧
掛
金
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
金
額
の
掛
金
に
つ

い
て
は
当
該
基
金
又
は
指
定
法
人
が
定
め
る
期
日
」
と
、
「
初
年
度
支
払
期
日
ま
で
に
、
当
該
年
度
の
掛
金
の
額
」
と
あ
る

の
は
「
新
掛
金
額
の
う
ち
、
初
年
度
支
払
期
日
ま
で
に
、
旧
掛
金
額
」
と
、
「
当
該
年
度
の
掛
金
の
額
か
ら
当
該
」
と
あ
る

の
は
「
新
掛
金
額
か
ら
旧
掛
金
額
の
」
と
、
新
令
第
十
四
条
第
一
項
中
「
次
の
年
度
の
掛
金
」
と
あ
る
の
は
「
次
の
年
度
が

平
成
十
九
年
度
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
同
年
度
の
掛
金
」
と
、
「
第
六
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
新
掛
金
額
の
う
ち
、
旧

掛
金
額
に
つ
い
て
は
第
六
条
第
一
項
」
と
、
「
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
、
新
掛
金
額
か
ら
旧
掛
金
額
を
控
除
し
た
残
額
に

相
当
す
る
金
額
の
掛
金
に
つ
い
て
は
同
年
度
の
十
月
末
日
と
す
る
」
と
、
「
次
年
度
支
払
期
日
ま
で
に
、
当
該
年
度
の
掛
金

の
額
」
と
あ
る
の
は
「
新
掛
金
額
の
う
ち
、
次
年
度
支
払
期
日
ま
で
に
、
旧
掛
金
額
」
と
、
「
当
該
年
度
の
十
月
末
日
」
と

あ
る
の
は
「
同
年
度
の
十
月
末
日
」
と
、
「
当
該
年
度
の
掛
金
の
額
か
ら
当
該
」
と
あ
る
の
は
「
新
掛
金
額
か
ら
旧
掛
金
額

の
」
と
す
る
。



理

由

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
共
済
基
金
又
は
指
定
法
人
の
将
来
に
わ
た
る
安
定
的
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
に
、
市
町
村

が
支
払
う
掛
金
の
額
を
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。



消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
責
任
共
済
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
案
新
旧
対
照
条
文

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

○
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
責
任
共
済
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令(

昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百
四
十
六
号)

抄

改

正

案

現

行

（
掛
金
の
額
）

（
掛
金
の
額
）

第
四
条

（
略
）

第
四
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

市
町
村
の
消
防
団
員
退
職
報
償
金
支
給
責
任
共
済
契
約
に
係
る
掛
金
の

３

市
町
村
の
消
防
団
員
退
職
報
償
金
支
給
責
任
共
済
契
約
に
係
る
掛
金
の

額
は
、
各
年
度
に
つ
い
て
、
一
万
九
千
二
百
円
に
前
年
度
の
十
月
一
日
現

額
は
、
各
年
度
に
つ
い
て
、
一
万
七
千
二
百
円
に
前
年
度
の
十
月
一
日
現

在
に
お
け
る
市
町
村
の
非
常
勤
消
防
団
員
の
条
例
定
員
を
乗
じ
て
得
た
額

在
に
お
け
る
市
町
村
の
非
常
勤
消
防
団
員
の
条
例
定
員
を
乗
じ
て
得
た
額

と
す
る
。

と
す
る
。

４

（
略
）

４

（
略
）



消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
責
任
共
済
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
案
読
替
条
文

読

替

後

読

替

前

（
掛
金
の
支
払
期
限
等
）

（
掛
金
の
支
払
期
限
等
）

第
六
条

法
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
支
払
期
限
は
、
平
成
十
九
年
度
の

第
六
条

法
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
支
払
期
限
は
、
各
年
度
に
つ
い
て

基
金
又
は
指
定
法
人
に
対
す
る
掛
金
の
額
（
以
下
「
新
掛
金
額
」
と
い
う

、
当
該
年
度
の
四
月
末
日

。
）
の
う
ち
、
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
責
任
共
済
等
に
関
す
る
法

律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第

号
）

に
よ
る
改
正
前
の
第
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
掛
金
の
額

に
相
当
す
る
金
額
の
掛
金
（
以
下
「
旧
掛
金
額
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て

は
同
年
度
の
四
月
末
日
、
新
掛
金
額
か
ら
旧
掛
金
額
を
控
除
し
た
残
額
に

相
当
す
る
金
額
の
掛
金
に
つ
い
て
は
同
年
度
の
十
月
末
日
と
す
る
。
た
だ

と
す
る
。
た
だ

し
、
市
町
村
又
は
水
害
予
防
組
合
は
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
で
あ
つ

し
、
市
町
村
又
は
水
害
予
防
組
合
は
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
で
あ
つ

て
当
該
市
町
村
又
は
水
害
予
防
組
合
と
の
間
に
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

て
当
該
市
町
村
又
は
水
害
予
防
組
合
と
の
間
に
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
責
任
共
済
契
約
又
は
消
防
団
員
退
職
報
償
金
支
給
責
任
共
済
契
約
（
以

償
責
任
共
済
契
約
又
は
消
防
団
員
退
職
報
償
金
支
給
責
任
共
済
契
約
（
以

下
「
契
約
」
と
い
う
。
）
を
締
結
し
て
い
る
基
金
又
は
指
定
法
人
の
同
意

下
「
契
約
」
と
い
う
。
）
を
締
結
し
て
い
る
基
金
又
は
指
定
法
人
の
同
意

を
得
た
と
き
は
、
新
掛
金
額
の
う
ち
、
同
年
度
の
四
月
末
日
ま
で
に
、
旧

を
得
た
と
き
は
、
各
年
度
の
四
月
末
日

ま
で
に
、
当

掛
金
額
の

二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
の
掛
金
を
、
同
年
度

該
年
度
の
掛
金
の
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
の
掛
金
を
、
当
該
年



の
十
月
末
日

ま
で
に
、
新
掛
金
額
か
ら
旧
掛
金
額
の

二
分
の
一
に

度
の
十
月
末
日
ま
で
に
、
当
該
年
度
の
掛
金
の
額
か
ら
当
該
二
分
の
一
に

相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
金
額
の
掛
金
を
当
該
基
金

相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
金
額
の
掛
金
を
当
該
基
金

又
は
指
定
法
人
に
対
し
て
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。

又
は
指
定
法
人
に
対
し
て
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

基
金
又
は
指
定
法
人
と
の
間
に
新
た
に
契
約
を
締
結
し
た
市
町
村
又
は

２

基
金
又
は
指
定
法
人
と
の
間
に
新
た
に
契
約
を
締
結
し
た
市
町
村
又
は

水
害
予
防
組
合
の
当
該
契
約
を
締
結
し
た
日

（
当
該
契
約

水
害
予
防
組
合
の
当
該
契
約
を
締
結
し
た
日
の
属
す
る
年
度
（
当
該
契
約

が
法
第
五
十
一
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
契
約
解
除
の

が
法
第
五
十
一
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
契
約
解
除
の

日
の
翌
日
に
締
結
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
場
合
、
同
条
第
六
項
に
お

日
の
翌
日
に
締
結
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
場
合
、
同
条
第
六
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
契
約
解
除

い
て
準
用
す
る
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
契
約
解
除

の
日
の
翌
日
に
締
結
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
場
合
、
第
十
一
条
第
二

の
日
の
翌
日
に
締
結
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
場
合
、
第
十
一
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
廃
置
分
合
の
日
に
締
結
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
場

項
の
規
定
に
よ
り
廃
置
分
合
の
日
に
締
結
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
場

合
又
は
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
水
害
予
防
組
合
が
新
た
に
設
置

合
又
は
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
水
害
予
防
組
合
が
新
た
に
設
置

さ
れ
た
日
（
以
下
「
組
合
設
置
の
日
」
と
い
う
。
）
に
締
結
さ
れ
た
も
の

さ
れ
た
日
（
以
下
「
組
合
設
置
の
日
」
と
い
う
。
）
に
締
結
さ
れ
た
も
の

と
み
な
さ
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
契
約
が
締
結
さ
れ
た

と
み
な
さ
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
契
約
が
締
結
さ
れ
た

も
の
と
み
な
さ
れ
た
日

）
の
属
す
る
年
度
が
平
成
十
九
年

も
の
と
み
な
さ
れ
た
日
の
属
す
る
年
度
）
の
掛
金
の
支
払
期
限

度
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
同
年
度
の
掛
金
の
支
払
期
限
は
、
前
項
の
規
定

は
、
前
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
新
掛
金
額
の
う
ち
、
旧
掛
金
額
に
つ
い
て
は
当
該
契
約

に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
契
約
を
現
に
締
結
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を

を
現
に
締
結
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
す
る
日
（
以
下
こ
の
項

経
過
す
る
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
初
年
度
支
払
期
日
」
と
い
う
。

に
お
い
て
「
初
年
度
支
払
期
日
」
と
い
う
。
）
、
新
掛
金
額
か
ら
旧
掛
金

）



額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
金
額
の
掛
金
に
つ
い
て
は
当
該
基
金
又

は
指
定
法
人
が
定
め
る
期
日
と
す
る
。
た
だ
し
、
市
町
村
又
は
水
害
予
防

と
す
る
。
た
だ
し
、
市
町
村
又
は
水
害
予
防

組
合
は
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
当
該
市
町
村
又
は
水
害
予

組
合
は
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
当
該
市
町
村
又
は
水
害
予

防
組
合
と
の
間
に
契
約
を
締
結
し
て
い
る
基
金
又
は
指
定
法
人
の
同
意
を

防
組
合
と
の
間
に
契
約
を
締
結
し
て
い
る
基
金
又
は
指
定
法
人
の
同
意
を

得
た
と
き
は
、
新
掛
金
額
の
う
ち
、
初
年
度
支
払
期
日
ま
で
に
、
旧
掛
金

得
た
と
き
は
、
初
年
度
支
払
期
日
ま
で
に
、
当
該
年
度
の
掛
金
の
額

額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
の
掛
金
を
、
当
該
基
金
又
は
指
定
法
人

の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
の
掛
金
を
、
当
該
基
金
又
は
指
定
法
人

が
定
め
る
期
日
ま
で
に
、
新
掛
金
額
か
ら
旧
掛
金
額
の

二
分
の
一
に

が
定
め
る
期
日
ま
で
に
、
当
該
年
度
の
掛
金
の
額
か
ら
当
該
二
分
の
一
に

相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
金
額
の
掛
金
を
当
該
基
金

相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
金
額
の
掛
金
を
当
該
基
金

又
は
指
定
法
人
に
対
し
て
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。

又
は
指
定
法
人
に
対
し
て
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。

３

法
第
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
額
は
、
そ
の
未
納
の
掛

３

法
第
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
額
は
、
そ
の
未
納
の
掛

金
の
額
に
つ
き
年
十
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
で
支
払
期
限
の
翌
日
か

金
の
額
に
つ
き
年
十
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
で
支
払
期
限
の
翌
日
か

ら
支
払
の
日
ま
で
の
日
数
に
よ
つ
て
計
算
し
た
額
と
す
る
。

ら
支
払
の
日
ま
で
の
日
数
に
よ
つ
て
計
算
し
た
額
と
す
る
。

第
十
四
条

新
設
市
町
村
の
廃
置
分
合
の
日
の
属
す
る
年
度
の
次
の
年
度
が

第
十
四
条

新
設
市
町
村
の
廃
置
分
合
の
日
の
属
す
る
年
度
の
次
の
年
度
の

平
成
十
九
年
度
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
同
年
度
の
掛
金
の
基
金
又
は
指
定

掛
金

の
基
金
又
は
指
定

法
人
に
対
す
る
支
払
期
限
は
、
新
掛
金
額
の
う
ち
、
旧
掛
金
額
に
つ
い
て

法
人
に
対
す
る
支
払
期
限
は
、
第
六
条
第
一
項

は
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
本
文
に
規
定
す
る
期
日

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
本
文
に
規
定
す
る
期
日

又
は
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
基
金
又
は
指
定
法
人
と
の
間
に
契

又
は
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
基
金
又
は
指
定
法
人
と
の
間
に
契

約
を
現
に
締
結
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
す
る
日
の
い
ず
れ
か

約
を
現
に
締
結
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
す
る
日
の
い
ず
れ
か



遅
い
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
次
年
度
支
払
期
日
」
と
い
う
。
）
、

遅
い
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
次
年
度
支
払
期
日
」
と
い
う
。
）
と

新
掛
金
額
か
ら
旧
掛
金
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
金
額
の
掛
金
に

す
る

つ
い
て
は
同
年
度
の
十
月
末
日
と
す
る
。
た
だ
し
、
新
設
市
町
村
は
、
特

。
た
だ
し
、
新
設
市
町
村
は
、
特

別
な
事
情
が
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
当
該
新
設
市
町
村
と
の
間
に
契
約
を
締

別
な
事
情
が
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
当
該
新
設
市
町
村
と
の
間
に
契
約
を
締

結
し
て
い
る
基
金
又
は
指
定
法
人
の
同
意
を
得
た
と
き
は
、
新
掛
金
額
の

結
し
て
い
る
基
金
又
は
指
定
法
人
の
同
意
を
得
た
と
き
は
、
次
年
度
支
払

う
ち
、
次
年
度
支
払
期
日
ま
で
に
、
旧
掛
金
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る

期
日
ま
で
に
、
当
該
年
度
の
掛
金
の
額

の
二
分
の
一
に
相
当
す
る

金
額
の
掛
金
を
、
同
年
度
の
十
月
末
日

ま
で
に
、
新
掛
金
額
か
ら
旧
掛

金
額
の
掛
金
を
、
当
該
年
度
の
十
月
末
日
ま
で
に
、
当
該
年
度
の
掛
金
の

金
額
の

二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る

額
か
ら
当
該
二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る

金
額
の
掛
金
を
当
該
基
金
又
は
指
定
法
人
に
対
し
て
支
払
う
こ
と
が
で
き

金
額
の
掛
金
を
当
該
基
金
又
は
指
定
法
人
に
対
し
て
支
払
う
こ
と
が
で
き

る
。

る

。

２

当
該
年
度
の
十
月
一
日
以
後
に
お
い
て
廃
置
分
合
が
あ
つ
た
場
合
に
お

２

当
該
年
度
の
十
月
一
日
以
後
に
お
い
て
廃
置
分
合
が
あ
つ
た
場
合
に
お

け
る
新
設
市
町
村
、
存
続
市
町
村
又
は
承
継
市
町
村
の
廃
置
分
合
の
日
に

け
る
新
設
市
町
村
、
存
続
市
町
村
又
は
承
継
市
町
村
の
廃
置
分
合
の
日
に

属
す
る
年
度
の
次
の
年
度
の
掛
金
の
支
払
に
対
す
る
第
四
条
第
一
項
及
び

属
す
る
年
度
の
次
の
年
度
の
掛
金
の
支
払
に
対
す
る
第
四
条
第
一
項
及
び

第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
前
年
度
の
十

第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
前
年
度
の
十

月
一
日
」
と
あ
る
の
は
、
「
廃
置
分
合
の
日
」
と
す
る
。

月
一
日
」
と
あ
る
の
は
、
「
廃
置
分
合
の
日
」
と
す
る
。



【第６条第１項関係】

読替前 原則 １７，２００円 ０円

但書 ８，６００円 ８，６００円

4/1 4/14/30 10/31

読替後 原則 １７，２００円 ２，０００円

但書 ８，６００円 １０，６００円

本文 原 則 ４月末日 全 額（１７，２００円）
読
替 但書 特別の事情が ４月末日 １／２（ ８，６００円）
前 ある場合（基 １０月末日 １／２（ ８，６００円）

金等の同意）

（ ， ）本文 原 則 ４月末日 旧掛金額 １７ ２００円
（ ， ）読 １０月末日 新掛金額－旧掛金額 ２ ０００円

替
（ ， ）後 但書 特別の事情が ４月末日 旧掛金額×１／２ ８ ６００円

ある場合（基 １０月末日 新掛金額－旧掛金額×１／２
（ ， ）金等の同意） １０ ６００円

平成１９年度中の廃置分合の場合（例）【第６条第２項関係】

読替前 原則 １７，２００円 ０円

但書 ８，６００円 ８，６００円

4/1 4/30 10/31 4/1

初年度 基金等が廃置分合 新たな契約締結

支払期日 定める期日

読替後 原則 １７，２００円 ２，０００円

但書 ８，６００円 １０，６００円

※「初年度支払期日」契約を現に締結した日から起算して１月を経過する日

本文 原 則 初年度支払期日 全 額（１７，２００円）
読
替 但書 特別の事情が 初年度支払期日 １／２（ ８，６００円）
前 ある場合（基 基金等が定める期日 １／２（ ８，６００円）

金等の同意）

（ ， ）本文 原則 初年度支払期日 旧掛金額 １７ ２００円
（ ， ）読 基金等が定める期日 新掛金額－旧掛金額 ２ ０００円

替
（ ， ）後 但書 特別の事情が 初年度支払期日 旧掛金額×１／２ ８ ６００円

ある場合（基 基金等が定める期日 新掛金額－旧掛金額×１／２
（ ， ）金等の同意） １０ ６００円



平成１８年度中の廃置分合の場合【第１４条第１項関係】

読替前 原則 １７，２００円 ０円

但書 ８，６００円 ８，６００円

4/1 4/14/30 10/31

次年度廃置分合 新たな契約締結

支払期日

読替後 原則 １７，２００円 ２，０００円

但書 ８，６００円 １０，６００円

※「次年度支払期日」 ４月末日又は基金等との間に契約を現に締結した日から起算して

１月を経過する日のいずれか遅い日

読 本文 原 則 次年度支払期日 全 額（１７，２００円）
替
前 但書 特別の事情が 次年度支払期日 １／２（ ８，６００円）

ある場合（基 １０月末日 １／２（ ８，６００円）
金等の同意）

（ ， ）本文 原則 次年度支払期日 旧掛金額 １７ ２００円
（ ， ）読 １０月末日 新掛金額－旧掛金額 ２ ０００円

替
（ ， ）後 但書 特別の事情が 次年度支払期日 旧掛金額の１／２ ８ ６００円

ある場合（基 １０月末日 新掛金額－旧掛金額×１／２
（ ， ）金等の同意） １０ ６００円


	ruuri-1.pdf
	tuuti-2.pdf
	tuuti-3.pdf
	tuuti-4.pdf
	tuuti-5.pdf
	tuuti-6.pdf



